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三迫川上流流域の夏期降雨と流出との関係

　実用性を主眼として，第1表，’第5図ならぴに第7図・

を得たが，これらは今後の資料追加によって，検討補正

されねばならぬことは当然である．

　最後に，流量資料集収に関して，宮城県玉山防災施設

工事事務所のご好意を受けた．こ・に記して感謝いたし

ます．
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気　象　界　消　息

1．台風シンポジウムの開催を企画

　WMOの執行委員会の決議，臨時台風対策委員会の報

告（台風に関し国際協力態勢の必要性の強調）等を尊重

し・気象庁および外務省では新年度の予算に台風国際ゼ

ミナーの経費を要求している．開催するとすれば，主催

者はWMO，招請国は日本，開催地は東京，期日は1962

年1月下旬ごろとなる模様である．（気象庁ニュースよ

り）

2北米に吹雪

　合衆国北東部は今冬第3番の大吹雪に見舞われ，各地

で2フィート（約50cm）の積雪があった．2月3日（金）

夜からの雪でニューヨークには約50㎝の降雪があった．

また氷点下の気温が16日間続いたが，これは1880年以来

のこととの由・さらにニュー・ジャージーでは1947－8年

の降雪記録625（約159cm）インチを破り，63．5インチ

（約161cm）の降雪量があった．交通はまひ状態となり混

乱を起したが・アパートの6階の窓から雪堤の上に落ち

た4才の子供は雪のお蔭でかすりきずですんだそうであ
る．

乙雪国各地でなだれ

　西ヨーロッパでは2月4～6日は春のような暖かな日

が続き，山岳地帯ではなだれが起り，フランスのアルプ

ス村ではケーブルを切られ42人の人々が雪の中に閉じこ

められた・また平野部，北フランスやベルギーでは洪水

におそわれた．イタリーアルプスでも4日に8人がなだ

れで命を奪われた．日本でも2月9日北海道寿都郡樽岸

の西4kmの山中で材木切り出し中の2人がなだれにさ

らわれた．

　見箱根地方に雪

　2月24日から25日にかけて，箱根山岳地方で，10～20

㎝の積雪があり・小田原から三島への国道ではブルドー

ザーが除雪に活動した．
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